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近年、新しいCTの撮像法であるdual-energy CTが臨床導入され、ヨード密度画像や電子密度画像など新たな解析画像

を取得することが可能となった。電子密度画像は、軟部組織内構造を評価しうる新たな定量画像となる可能性を秘め

ている。本研究では、非小細胞肺癌のリンパ節転移診断におけるdual-energy CTの電子密度値の有用性を評価し、従

来のCT評価項目やFDG PET/CTでの評価と比較を行った。電子密度値は、非転移リンパ節と比較して転移リンパ節に

おいて有意に低い値であった（P <0.005）。正常リンパ節構造と比較して一般的な結合組織はその内部の電子密度が

低いと報告されている。非転移リンパ節と比較して、転移リンパ節内での癌細胞の存在による間質性組織の増加が今

回の結果に影響したものと推測された。その他のCT画像所見やFDG PET/CT所見との組み合わせ診断では、リンパ節

短径との組み合わせ（診断能82.9％、感度54.5％、特異度94.0％）およびFDG PET/CT陽性との組み合わせ（診断能

82.1％、感度60.6％、特異度90.5％）で、短径とFDG PET/CT陽性それぞれ単独と比較して診断能を有意に向上させた

（それぞれP <0.05）。 
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